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シンポジウム：部活動地域移行と大学の役割

企　画　趣　旨

福岡大学　柿　山　哲　治

2022年12月に，スポーツ庁と文化庁の両庁が共同で
「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に
関する総合的なガイドライン」（図）が策定され，地
域移行はすでにモデル校で試行的に取り組まれてい
る。公立中学校の休日の部活動については，2023年度
から2025年度までの３年間を“改革推進期間”として
地域移行に段階的に取り組み，可能な限り早期に実現
することを目指している。部活動の地域移行のメリッ
トとしては，児童生徒の選択肢が広がること，専門的
な指導が受けられやすくなること，教員業務の負担軽
減（スリム化）が期待できること等が挙げられている。
一方，デメリットとしては，指導者や受け皿の確保が
容易ではないこと，児童生徒の安全上の不安があるこ
と，保護者の経済的負担が課される可能性があること
等の指摘もみられる。
各自治体は， それぞれ地域移行の方針や計画を策定

し， 公表している。福岡県教育委員会は， 2022年３月に 

「福岡県における地域クラブ活動の構築に向けたガイ
ドライン   ～公立中学校の子供たちがスポーツ・文化
芸術に継続して親しむことができる機会の確保に向け
て～」 を発行し， 福岡県部活動改革セミナーを継続的に
開催している。その第３回セミナーでは， スポーツ庁
地域スポーツ課長橋田裕氏による講演 「部活動の地域
連携・地域移行と地域スポーツ・文化芸術環境の整備
について」 が行われ， 福岡大学および大阪体育大学の 

「令和５年度大学スポーツ資源を活用した地域振興モ
デル創出事業」 に関する企画提案書が紹介されている。
本シンポジウムでは，同講演でも取り上げられた

「『“新しい地域スポーツ”の価値創造基盤の構築』～
福岡大学スポーツ・健康まちづくりコンソーシアム事
業の推進，継続と城南区６中学校部活動の地域移行ト
ライアルの一体的取り組み～」をテーマに，福岡大学
スポーツ科学部教授の乾真寛氏よりお話し頂いた。ま
た，九州大学人間環境学研究院教授の杉山佳生氏から
は，部活動地域移行と大学教員との関係の在り方の可
能性についてお話し頂いた。さらに，福岡県教育庁教
育振興部体育スポーツ健康課の田代浩之氏と福岡県人

づくり・県民生活部スポーツ局スポーツ振興課の上野
貴裕氏による，部活動地域移行に関わる制度の紹介と
福岡県の現状・課題についての報告が行われた。
大学は，豊富なスポーツ資源（人材，施設，教育・
研究・部活動の成果など）を有しており，大学スポー
ツを通じて地域社会の発展を支える重要な役割を果た
すポテンシャルを秘めている。
本シンポジウムでは， 大学がこれらの資源を有機的
かつ複合的に活用し， 自治体等の地域組織・団体とと
もに十分に連携・協力することによって部活動の地域
移行をどのように支援すべきか， そして未来を担う子
どもたちにどのように貢献できるのかについて議論を
深めた。
本シンポジウムを通じて明らかになった課題と可能
性をふまえ，今後も大学が部活動地域移行における
リーダーシップを発揮し，地域と連携して持続可能な
スポーツ環境を築くことを目指したい。
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図．学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する
総合的なガイドライン （概要） （スポーツ庁・文化庁，2022）


